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 議事概要  

 

令和 3 年度 北広島市地域包括支援センター運営協議会 会議録 

日  時 令和 3年 7月 28日（水）18:30～20:00 

場  所 北広島市役所 3階 会議室 3Ｄ 

出席委員 

伊藤正秀委員・今井良成委員・及川幸紀委員・小早川俊哉委員・坂上惠子委員・

嶋田律子委員・高津良二委員・田辺優子委員・土田孝行委員・三熊秀範委員  

（五十音順）        

欠席委員 なし 

事 務 局 

三上保健福祉部長・工藤高齢者支援課長 

柄澤高齢者・障がい者相談担当参事・野切主査・五十嵐主査 

濱田きた高齢者支援センター管理者・林みなみ高齢者支援センター管理者 

佐藤にし高齢者支援センター管理者・池ひがし高齢者支援センター管理者 

傍 聴 者 １名 

会議次第 

 

1 開会 

2 出席者の紹介（委員・事務局） 

3 共通議事（※1） 

（1） 委員長（会長）・副委員長（副会長）の選出 

（2） 会議録署名委員の選出 

（3） 運営委員会、運営協議会の運営並びに公開等について 

4 個別議事 

○北広島市地域包括支援センター運営協議会 

[報告案件] 

【報告第1号】令和2年度北広島市地域包括支援センター運営報告  

【報告第2号】地域包括支援センター運営状況調査結果（令和元年度分） 

[審議案件] 

【議案第1号】令和3年度北広島市地域包括支援センター運営方針(案) 

[その他] 

[閉 会] 

 

※1 地域密着型サービス等運営委員会と同時開催のため 
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１ 開会  

  委員 10名中 10名が参加。（2名がオンラインによる参加）委員の半数が出席していることにより会 

議成立。 

 保健福祉部長より挨拶  

 

２ 出席者の紹介（委員・事務局） 

 

３ 共通議事 

（１）委員長（会長）及び副委員長（副会長）の選出 

    委員より事務局一任の声があったことから、委員長及び会長に伊藤委員、副委員長及び副会長

に今井委員を提案し、承認された。 

 （２）議事録署名委員選出 

    事務局案で議事録の署名委員に及川委員を提案し、承認された。 

 （３）運営委員会、運営協議会の運営並びに公開等について 

    事務局より会議次第に沿って説明。 

 

４ 個別議事 

[報告案件] 

【報告第 1号】令和 2年度北広島市地域包括支援センター運営報告 

  【報告第 2号】地域包括支援センターの運営状況調査結果（令和元年度分） 

 事務局及び各高齢者支援センター管理者より資料に沿って説明し、委員全員から承認いただく。 

[審議案件] 

【議案第 1号】令和 3年度北広島市地域包括支援センター運営方針（案） 

事務局及び各高齢者支援センター管理者より資料に沿って説明し、委員全員から承認いただく。 

 

＜質問・意見（要旨）＞ 

[報告案件] 

○委員       新型コロナウイルス感染症の対応に追われた 1 年だったと思うのですが、ワク

チン予約に高齢者は苦労しておりました。予約をサポートする支援はできなかっ

たのでしょうか。 

          また、市内でも陽性者で自宅療養中の方がいましたが、その中に支援が必要な方

もおりました。保健所と連携して支援にあたる体制構築はできなかったのでしょ

うか。 

○会長       全体の話を行政から、その後、高齢者支援センターからお答えをお願いします。 

○事務局      1点目の新型コロナワクチンの予約に関するサポートですが、今年度に入り予約

の受付方法などを高齢者支援センターに連絡し、高齢者の問い合わせ等への対応

会議録 
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をお願いしておりました。しかし、予約の受付方法については、市の運用にうまく

いかない部分もありまして、相当の苦情が入りました。高齢者支援センターにも苦

情を受けていただいたところです。また、受付の仕組みについて理解に時間がかか

る高齢者の方には、高齢者支援センターで予約の手続きを一緒に確認していただ

きました。 

          2点目の新型コロナウイルス感染者の自宅療養の支援に関しましては、千歳保健

所が陽性者の対応をしておりますが、陽性者から連動する濃厚接触者が同居する

家族の場合などで、サービス調整が必要な方もおりましたので、対応については手

探りながらケースバイケースで調整しておりました。 

○会長       次に、高齢者支援センターで具体的に報告していただけますか。 

○高齢者支援    新型コロナワクチンの予約に関しましては、1回目の予約が取れない状況で混乱 

センター    が生じ、市役所へ連絡してもつながらず、言っても仕方がないが聞いてほしいとい

う電話を高齢者支援センターで受けております。 

         陽性者・濃厚接触者が発生した場合は、基本的に入院対応を一番に検討し、ご夫

婦であれば両者の入院を保健所や行政と相談していく対応になろうかと思います。

今後も対応について検討していきたいと思います。 

 ○委員       地域に多くの入院調整ができない自宅療養の方がおりました。保健所が中心と

なるものの、保健所も入院調整と濃厚接触者の追跡調査で業務があふれ、自宅療養

への支援に手が回らない状況でした。今後、感染者が増加する可能性もありますの

で、体制構築の必要性を感じます。 

 ○会長       まだまだ感染者が増えてきています。保健所も大変である中、高齢者支援セン

ターも行政も支援体制整備をお願いします。 

 ○委員       高齢者の廃用症候群の増加が心配され、オンラインを活用し工夫した取組をさ

れていましたが、後期高齢者の参加率や参加状況を教えてください。 

 ○高齢者支援    最初はオンラインでの事業参加は難しいという反応でした。それでも一人二人 

センター    でも希望者がいればオンラインを活用し実施すると、少しずつ参加数が増えてい

きました。社会福祉協議会が主催している Zoom活用講習会への参加で操作を学ぶ

高齢者もいて、約 1年半後の現在は 10数名がオンラインで参加できるほど広がっ

ています。まだまだオンライン参加割合は少ないかもしれませんが、初めのゼロに

近いところからのスタートを考えると、一緒に取り組む姿勢を継続していきたい

と思います。 

 

[審議案件] 

○委員      公正・中立性の確保の項目で、再委託する場合に同一法人の占有率を 50%以下にす 

るとありますが、実際は同一法人に移行した方が迅速で円滑に進むのではないかと

思います。単に 50％以下の比率だけで考えず、違う観点で公正・中立性が確保でき

ないかを考えるとよいと思います。利用者の利便性を第一に考えて検討してほしい

と思います。 
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○事務局     数値化した指標として、今年度は 50%以下とさせていただきました。また、違う観

点で公正・中立性を図れるものがないか、検討してまいります。 

○委員      他の地域でもこのように 50%以下と数値化しているのですか。 

○事務局     数値化まで図っている市町村は少ないと思います。 

○委員      公共的な考えとして、同一民間事業所への偏りは公平性に欠けるということだと

思いますが、実際はそういうことばかりではないため、円滑に支援が行われることを

第一に考えて、公正・中立性の確保を図ってほしいと思います。 

○会長      ご意見として市で受け止めていただきたいと思います。 

        

 

５ 閉会（午後 8時 00分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


